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関連



・FCスタック多用途展開、車載用高圧容器、汎用性を持たせた高圧水素容器など、
水素を貯める、運ぶ、使う全般を意図した展示

トヨタ(1/２)

【スタック・モジュール】

・MIRAIと同じセルを使った ８ＫＷ、５０ＫＷ（以上豊田自動織機）、８５ＫＷまでのライ
ンナップ（トヨタ自動車）。
・モビリティ用だけでなく、定置用も意図した仕様
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トヨタ(2/2)

【水素貯蔵モジュール】

【汎用高圧水素容器】

・汎用性を持たせた小型高圧水素容器を、水素ガスコンロ（リンナイ）と一緒に展示
・容器仕様 直径180mm,  全長400mm, 質量5㎏、 3.3kWh/本
・規制対応については、大臣特認を取得しながら1歩づつ進めていきたいとのこと
・水素コンロなど水素の熱利用として
も期待
・WOVEN CITYでの実証

・101ℓから900ℓまでの
水素貯蔵量。供給設備
で供給して発電サイト、
熱サイトに搬入。モジュ
ール毎交換し流通させ
る
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ホンダ(FCEXPO)

80kW最大出力

275～600V出力電圧

L732×W1070×H620寸法

206㎏重量

58%最高効率

ー30℃最低起動温度

・一時中断していたFCVの開発を紹介
・自動車の展示はなかったが、燃料電池モジュールの展示があった。
2020年代半ばに年間200０基レベルのFCモジュールを販売し、２０３０年に「年間６万基、そ
の後も伸ばしていく。
・FCEV,商用車、定置電源、建設機械にターゲットを定め、協業で拡販予定
・トラックはいすゞ自動車と共同開発、中国東風汽車集団と共同実証
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Faurecia＋Symbio

・シンビオはフォルシアグループとミシュラングループの合弁会
社。燃料電池スタックシステム技術を強みとしており、フォルシア
が開発を進める水素貯蔵システムと、シンビオの燃料電池シス
テムで、水素モビリティシステムのバリューチェーンの75％を占
める。
・フォルシアはタンクの設計・製造から、すべての車両用途への
システム供給まで、水素貯蔵システムのバリューチェーン全体を
カバー。炭素繊維構造の最適化により15～20％の軽量化、また
、最大質量密度7％という、クラス最高のタンク軽量化設計およ
び貯蔵効率を実現し、乗用車から小型商用車、大型トラックまで
幅広く対応する。

・シンビオは新世代の燃料電池システム開発を加速し、量産化
を進めている。100kwの燃料電池を展示

6



定置用他

関連



・パナのFCおよび水素社会への主要な取り組みとして、
以下を一通り展示。

新型エネファーム：床暖＋浴室乾燥対応、断水時の
給湯機能、停電対応、蓄電池のハイブリッド等々

H2 KIBOU：純粋素FC機5kW定格、56%効率、コー
ジェネ、停電対応、瞬時起動

H2 KIBOUFIELD：ゼロエミ工場RE100化を目指し
た草津実証、PV、LiB、水素タンクとH2 KIBOU 99
台を設置

パナソニック

ゼロエミ工場RE100を目指したH2 KIBOU FIELD 純水素型5kWFCシステム エネファーム最新機
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PowerCell

・PEFCスタックモジュール（Pスタック）、発電システム、
船舶用システムを展示
・発電システム100は、60KW､75KW､100Wから選択
可能。スタックに加え、制御システム、安全システムを
組み込んだモジュール。農業用機械、建設機械などに
適用。外部との通信は、CAN通信を採用
・船舶用システムは、200KWをベースに、MWまで並
列出力可能
・米倉山に設置したい旨のコメントあり

100KW FCｽﾀｯｸ

5KW 定置用

発電システム100
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三菱ガス化学

・ダイレクトメタノール方式燃料電池
・独立電源専用
・NHKと共同開発し、無人無線基地用バックアップ電源、ライブカメラ電源として提供実績
・液体燃料で、長時間可動（500W燃料電池で200ℓタンクで168時間稼働）
・膜とセパレータは買い物。触媒はPt-Ru
・課題は、スタック本体の低コスト化

MGC-FC56機器名

520×600×650mm外部寸法

約70㎏乾燥重量

500W外部定格出力

1000VA外部最大出力

AC100V（DC 出力対応
可）

外部出力電圧

標準200L（変更可能）外部燃料タンク容量

54wt％燃料濃度

約168時間（200Lタンク
使用時）

連続駆動時間

約1100Whリチウムイオン電池容量

燃料には54%メタノール水溶液）を使用してお
り、連続稼働時間は外付けタンク容量に依存
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日進製作所

・750WのｺﾝﾊﾟｸﾄなFCを開発中。ｱﾙﾐ合金製の金属ｻﾊﾟﾚｰﾀを採用し、導電DLCでｸﾞﾗﾌｧｲﾄ同等の発電

性能を発揮すると言うので、国内FCﾒｰｶｰとして期待したい。

・ﾄﾞﾛｰﾝ・小型汎用機器等への使用を想定した水素ｶﾞｽ用ﾀﾝｸﾊﾞﾙﾌﾞも展示された。

■流量可変ﾀﾝｸﾊﾞﾙﾌﾞ
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Ｓ-Fuel Cell
• 定置用燃料電池を手掛ける韓国ベンチャー企業

• 日本では、５～10kWレンジの業務用FC(PE+SO)の普及台数
は限られるが、韓国では設置義務化の動きもある様で、今後の
同国での普及状況は要ウォッチである。

• 現在、日本への進出を検討中の状況。

• 1,5,10kWの3種類のNG/LPG改質型PEFCシステムは、発電
効率35%。10kWは5kW機のマルチモジュール構成。

• 重水素機は、発電効率が50%とのこと。

5&10kW PEFCシステム（発電効率は35%) 1kW PEFCシステム 1-50kW 純水素PEFCシステム
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・MCFCの米国の世界的な企業
・今回の展示で250KWMCFC+CO2回収とSOFC/SOECの紹介
・水電解は90% 以上の高効率電解（排熱利用で100％近く）
・現在はSOFCとSOECは個別開発だが、将来はリバーシブル可動を考えていく

1.1MW1.0MW
（廃熱利用方式）

SOEC

600㎏/日600kg/日水素生成量

43.8kwh/kg39,4kwh/kg消費電力量

FUELCELL ENERGY 13



スタック構成材
料関連



IHIグループブース： Hauzer ＋ ionbond
• Hauzerはオランダの各種コーティング製造装置を手掛け
る企業。FCの金属セパレーター向けに、カーボンコーチン
グ装置を製造・販売。装置は、2D,3D形状部材へのコーテ
ィングを大量生産(年産100万～1,000万枚)可能とのこと。

• ionbondは、Hauzerと同じIHIグループの中で、Hauzerの
コーティング装置を用いてのコーティングサービス事業を
実施。

• Hauzerのコーティング装置は、セパレーターメーカーの
boit社も使用している模様。

大量生産向けのHauzer社コーティング装置外観

Hauzer社コーティングサンプル品（boit社製セパレータ）
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200W級
スタック

MEA/CCM部材（10cm角サイズ）

Powerzone H2 Technologies PTE LTD

• シンガポールに拠点を構える、CCMおよびスタック
の製造・販売企業。

• スタックは、空冷型で且つオープンカソード方式で
あることから、PNPスタックと同タイプ。サブkWの
小型電源システムに適したものである。

• FC EXPOでは、200WスタックやMEA/CCMを展
示。

• 提示しているスタック性能（I-V特性）は例えば、
0.77V/cell＠0.4A/cm2と高いポテンシャルである。

• スタックに加え、CCMについても内製している模様
で、両製品について、供給は可能とことであった。
⇒やまなしスタックでの部材活用の可能性もあるも
のと思える。
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神戸製鋼所

・燃料電池セパレータ材料用NC-チタン材の展示
・トヨタMIRAIに提供している実績を、セルとスタッ
クで提示。
・神戸製鋼はあくまでも材料供給で、加工方法など
には関与していない。
・チタンの酸化被膜中にナノカーボンを分散含有し
、耐食性と表面導電性を両立
・MIRAI第2世代スタックは330セル（110セル×３
サブスタック）
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ShinoHyKEY
・中国広州の企業
・CCMは、従来のCCMに比べて最大50％のコスト
削減を実現
・性能面では、当社のCCMは1～1.4W/cm2
・乗用車での寿命は5000時間以上となるように設計
・CCMの生産能力は、年間10万平方メートル以上
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サンゴバン

・1665年ﾌﾗﾝｽ国営ｶﾞﾗｽﾒｰｶｰとして設立。現在欧米、ｱｼﾞｱの世界

75カ国で従業員16．6万人、年間売上5兆円の大産業Gr.

・今回NASAの技術で開発したと言うｵﾑﾆｼｰﾙを展示。

・ﾃﾌﾛﾝ樹脂の芯に圧力に応じて変化する金属ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞを入れて水素

に対してもｼｰﾙ効果を持たせるとの事でなかなか興味深い。
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KRI
・大阪ガス１00%子会社
・燃料電池や蓄電池の特性評価等委託研究を実施
・PEM燃料電池評価は、単セル⇒5ＫＷ⇒100ＫＷまで可能。ただし水冷
・水電解 現状は単セル評価。リーク電流も測定可能
・CO2分離技術（（AEM)
・アンモニア利用については10年以上の研究実績。
・SOFCへのCr被毒の定量化

東洋炭素

・メソポーラスカーボン担体クノーベルを紹介
連通孔と呼ばれる特徴的な細孔構造を有し
た多孔質炭素粉末材料。細孔内部まで白金
ナノ粒子を最適な状態で分散、担持可能。
高耐久化、高出力化、低白金化に寄与
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長野計器

旭サナック

静電誘引により塗布技術を紹介
・シングルノズル
・300×300まで実績あり
・SUSなどへのフッ素コーティングが可能
・誘電率Ｇが10以上必要
・供給インクの80%の歩留まりで塗布可能
・多ノズル化の開発はこれから⇒メイコーさんを紹
介した。

圧力センサーについてヒアリング
・小型高圧容器の水素残量管理のための
圧力センサーはない。
・センサー精度が 35MPa 0.5%程度あ
る。したがって１ＭＰaだとゼロ付近であり、
精度保証できない

・圧力センサーを無線で通信すると電力を
使う。課題の一つ。

21



TFP Hydrogen Products

JUKWANG PRECISION

・PEM水電解Ｎ材料Ｋ開発の中国企業
・触媒材料から、コーティング技術まで幅広く展開

・燃料電池材料の機械加工技術を紹介
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水素容器関連



JFEコンティナ

・水素を「貯める」「運ぶ」「使う」の３つのテーマ
（貯める）：蓄圧器用途から小型高圧水素容器のラ
インナップを展示
（運ぶ）：米国Luxfer社製35MPa:TYPE3容器
（使う）：小型高圧容器＋燃料電池を搭載した様々な
アプリケーションを展示（ドローン、草刈り機、非常用
電源、洋上ドローンなど）
・Spectronik社空冷式燃料電池（草刈り機）
・容器に減圧弁をつけての展示

・山梨地域と連携して取得した大臣特認実績もあり
、今後も連携強化を深めていきたいとのこと（山梨ブ
ースに展示したスピーカーとのコラボの要望あり）
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・小型容器から大型輸送容器、蓄圧器を展示。
・容器に減圧弁なしの展示

・容器の水素残圧管理方法を聞いたところ、現時
点では運転履歴から推測しているのみ。残圧管理
可能な圧力センサーの開発は、自社では検討して
いない。

帝人エンジニアリング

45MPa大型水素搬送容器
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YACHIYO

・type3,type４を製造。TYPE４はTYPE３から40％軽量化.
・ドローンなど小型無人飛行機への活用で期待。現状は酸素用のニーズが高い

TYPE4ＴＹPE3

7.5ℓ容量

３０Mpa常用圧力

Φ167.8Φ170.5外径

493mm504mm長さ

2.6kg4.2kg重量
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Plastic Omnium

・今回も様々なﾀﾝｸを展示

・縦置きのﾀﾝｸ配置も透明ｱｸﾘﾙ

でﾄﾗｯｸの形を作り視覚的に

分かり易く展示。

・ﾀﾝｸのｶｯﾄﾓﾃﾞﾙを見ると極めて

薄い事が分かる。

・

27



カワテックス

・土木、建設工事等を業務とする創業60年を迎えた会社が、

本格的なType３水素複合容器の製造工場を北海道に建設。

・米国でﾌﾛｰﾌｫｰﾐﾝｸﾞ、ｽﾋﾟﾆﾝｸﾞﾏｼﾝ等、高圧複合ｼﾘﾝﾀﾞｰ製造用

機器と技術を提供するMCJｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞの日本総代理店、

複合容器を含むｱﾙﾐ製品の製造販売を行っているAST社の

日本総代理店も取得

・今回展示されていたｱﾙﾐﾗｲﾅｰはかなり分厚く同社が大型ﾀﾝｸの

客先を狙っている事が

分かる。

・最近、細長いﾀﾝｸが多い

中で今後の応用分野の

展開が楽しみである。
FC EXPO 2022

MJCがｱﾙﾐﾗｲﾅｰ展示

・円形型加工機械であるｽﾋﾟﾆﾝｸﾞﾏｼﾝを販売

する会社で、大型のｱﾙﾐﾗｲﾅｰを加工。

・なかなかレアな領域と思われるが、日本初

上陸の大型機会を持ち込んでの展示に

何か水素社会構築の熱気を感じると共に

正直少々驚いた記憶がある。
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ケイ・マック

・大阪を拠点とする従業員300名強、

創業S46（1971）、,H31（2019）年

プラス産業㈱をｸﾞﾙｰﾌﾟ化した会社で

あるが、幅広い業態と海外（米国、

タイ、中国等）にも展開する会社。

・今回、中型の水素ﾀﾝｸ1,500L

（10Lﾎﾞﾝﾍﾞ）と定格100WのFC+LiB

3.6kWhを組合わせて災害停電時

に電力供給するﾊﾟｯｹｰｼﾞ「Hydrofty」

を開発。

・今後、自治体等に売り込む予定。

燃料電池バッテリーセット
（TYPE-B＋C）
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ｉ Ｌａｂｏ
・スゴいぞ！水素ｴﾝｼﾞﾝという資料を配布

して既存のﾃﾞｨｰｾﾞﾙエンジン車を水素化

するｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ事業を提案。

・本社は銀座だが、水素ｴﾝｼﾞﾝR&Dｾﾝﾀｰ

は釜無工業団地のすぐそばにある。

・ﾓﾋﾞﾘﾃｨだけではなく水素発電機の開発も

行っている。
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KADO /日本ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾄﾘｰﾄ他

・FC EXPO 2022秋

でもﾌﾞｰｽでﾀﾝｸの

ﾌｨﾗﾒﾝﾄﾜｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

など展示していた

が、今回は4連の

ｽｹｰﾙﾓﾃﾞﾙも展示

され力が入って

いた。
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水素供給関連



岩谷産業

・今回はﾊﾟﾈﾙ中心で比較的地味な展示だった。

・注目は低Nox燃焼の水素混焼ﾊﾞｰﾅｰの今後の展開

・海外からのCO2ﾌﾘｰ水素大量輸入も褐炭由来だけではなく

ｸﾞﾘｰﾝ水素導入もｱﾋﾟｰﾙ。

・CA州における水素ST展開も

今後の発展が注目される。
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鈴木商館

・ﾚﾝﾗﾙﾄﾗｯｸで運べる簡易型の水素充填ｼｽﾃﾑ

MOVEを紹介。

・今後、数台のFCﾌｫｰｸﾘﾌﾄ導入初期などは有効。

・6台以上、連続4時間以上の運用ではSmartFuel

を提案。

34



エア・リキード

・世界中で200ヶ所以上の

水素STを設置。

・今回、FC小型商用車やFC

ﾊﾞｽ用70MPaのSTも紹介。

・ﾋﾟｰｸには2ヶ所で充填可能で
、最大48kg/ｈｒの供給可能。

時間当たり12台、3分毎に

4台連続充填が出来

るのが凄い。

・1日当り最大154台

(615kg）の水素充填

も魅力的。

・更に、PEM型FCｽﾀｯｸ

も展示し、ｺﾝﾊﾟｸﾄだが

10-100kWとかなりの

出力で対応可能。

・展示は40kWの表示

のものだったが、Unit 

Cellを並列で繋ぎﾆｰｽﾞ

に合わせた仕様にす
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PDC Machines

・ﾎﾝﾀﾞのSHSが開発中止に

なったので、現在世界の

小型ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型STでは

注目される存在。

・2019年からまずは35MPa

のFCﾌｫｰｸﾘﾌﾄ用販売開始

・2022年度から70MPaﾀｲﾌﾟ

も販売し既に5台受注した

様で大変喜ばしい。

・今後の展開に期待したい。
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東京R&D

・同社は、数々のEV車を試作し、FCﾄﾗｯｸ、FCﾊﾞｽの実証試験も

手掛けており、今後は空飛ぶｸﾙﾏ等も手掛ける様である。

・電動化が進めば、EVからFCへの改造のﾆｰｽﾞも増加するので

同社のこれまでの幅広い経験が活きて来ると思う。
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日本製鉄

・国内の水素STの60%で既に導入実績がある事を

ｱﾋﾟｰﾙ。キッツのHCVC ﾃｨｰ、ｴﾙﾎﾞ、ｽﾘｰﾌﾟにも採用

・今後、高圧水素配管の溶接出来る会社が増えれば

高強度材での溶接構造が増える事が予想される。
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・FCﾊﾞｲｸの展示はここだけだった

が、詳しい説明を聴く事が出来

なかったので国内展開、特に

公道走行が可能かどうか等不明。

・今後海外からのFCﾊﾞｲｸがどの様

に展開されるか注目する必要が

ある事は確か。

エノア/豊田通商
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・ＦＣ自転車を

展示

・来場者の関心を

集めていた。

日東工器

PNP関連の展示

・ﾌﾞｰｽｺｰﾅｰの目立つ

場所に展示

ＪＦＥ
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同時開催

展示会



二次電池展・スマートグリッド展トピックス

・中国メーカーを中心に、ポータブル蓄電池メーカーが所
狭しと並んでいた。いくつか価格をヒアリング

ポータブル電源

価格定格出力 Ｗ容量 Wh

8万500708Aメーカー

１４万10001002

18万18001512

150ドル600299Bメーカー

480ドル18001548

全固体電池
・日本電気硝子：結晶化ガラス全固体ナトリウムイオン二次電
池を紹介。オール酸化物のため、発火や有毒ガス発生のおそ
れがない。低温（-60℃）から高温（120℃）まで安定して作動
するのが特徴だということ
小型・大型、特殊・汎用など幅広い用途を想定
自動車・輸送用機器（EV・鉄道・船舶・航空機、等）
農業用機械、建設系機械、産業用機械、定置型蓄電池システ
ム、家庭用蓄電池、等情報通信機器・家電（スマートフォン、タ
ブレット端末、PC、 ウエアラブルデバイス、等）
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ホンダ(二次電池展)

・標準バッテリーが様々なモビリティの電源。互換性のあ
るバッテリー
・1.3KW/個 バイクの場合2個搭載し、70～80km走
行可能
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東芝(スマートグリッド展)

P2C（POWER TO CHEMICALS)CO2電解セルスタックの開発
•グリーン電力でCO2を人工合成技術によりCOとし、化成品や燃料の資源とする。
•そのためのセルスタックを開発
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